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報道関係各位 

観光予報プラットフォーム推進協議会（会長：久保田 穣（公社）日本観光振興協会 副
理事長、事務局：同協会 東京都港区）は、観光振興等に取り組む地方自治体、地域の観光
協会や観光関連事業者等に対して、戦略的な取り組みを支援するため、11 月 1 日から「観光
予報プラットフォーム」の本格運用を開始します。 

 国際競争力を備えた真の魅力ある地域づくりや DMO の形成をすすめる上でも、科学的な根
拠に基づくデータによるマーケティング、マネージメントが不可欠です。 

 観光予報プラットフォームは、観光振興等に取り組む地方自治体、地域の観光協会や観光
関連事業者及びその他の関係者に対して、観光事業に有用なマーケティング・データを利用
しやすい形で提供し、その利用に供することにより、観光地域における戦略的な取り組みを
支援し、観光地域の活性化に資することを目的としています。 

地域戦略に向けたデータ分析やレポート配信のオプションメニューの他、事務局である（公
社）日本観光振興協会の総合調査研究所と連携したコンサルティング業務等個別のご相談も
受け付けております。 

なお、「観光予報プラットフォーム」は平成 27 年度経済産業省の委託により構築され、今
年度より観光予報プラットフォーム推進協議会が管理・運営をしているものです。 

 

注) DMO とは「Destination Management/Marketing Organization」の略称であり、観光地
域づくりを持続的戦略的に推進し、牽引する専門性の高い組織・機能です。 

（お問い合わせ先） 

観光予報プラットフォーム推進協議会

(事務局：(公社)日本観光振興協会) 
担当：観光予報プラットフォーム推進

チーム 森岡・全 
TEL：03-6435-8335 

 
ＤＭＯ形成、観光地域づくりに資するマーケティングツール 

「観光予報プラットフォーム」の運用開始のご案内 
基本機能、オープンデータは無料でご利用できます。 

 

・ 「観光予報プラットフォーム」では、次に掲げる機能を提供します。 

・ 旅行会社等が提供する宿泊予約・実績データの約７０００万泊から、国内外宿泊者の 

動向・属性の把握分析、６ヶ月先の宿泊予測の把握が可能（基本機能・無料） 

・ 宿泊者の居住国、居住都道府県、年齢層、宿泊単価、滞在日数、参加形態、食事条件、 

宿泊先等の把握・分析が可能、さらにこれらをクロス分析にて可能（基本機能・無料） 

・ 国内外の観光客に有用な約４７万件の観光地、免税店、病院、WiFi、ＡＴＭ等オープン 

データが市区町村毎に多言語(英語･韓国語･中文簡体字･中文繁体字)にて利用可能(無料) 

・ ｢https://kankouyohou.com」または「観光予報」で検索 
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